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【スポーツシューズブランド人気上位１０位】
①ナイキ
②アディダス
③ ＬＩＮＩＮＧ
④ コンバース
⑤リーボク
⑥匹克
⑦３６１度
⑧ ＡＮＴＡ
⑨ジョーダン
⑩ ＸＴＥＰ
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各種スポーツウエア、スポーツ用品を製造する企業群

01位アシックス 【2601.98億円 （2013/03/31）】
02位シマノ 【2458.43億円 （2012/12/31）】
03位美津濃 【1636.50億円 （2013/03/31）】
04位デサント 【919.32億円 （2013/03/31）】
05位ダンロップスポーツ 【617.02億円 （2012/12/31）】
06位グローブライド 【594.60億円 （2013/03/31）】
07位ゴールドウイン 【525.10億円 （2013/03/31）】
08位ヨネックス 【386.00億円 （2013/03/31）】
09位ゼット 【382.18億円 （2013/03/31）】
10位マミヤ・オーピー 【217.21億円 （2013/03/31）】
11位遠藤製作所 【174.86億円 （2013/03/31）】
12位 SHOEI 【86.07億円 （2012/09/30）】
13位マルマン 【65.33億円 （2012/09/30）】
14位グラファイトデザイン 【34.62億円 （2013/02/28）】
15位ティムコ 【28.04億円 （2012/11/30）】
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ダイワ精工 (DAIWA) - フフィッシング・テニス・バドミントン・スカッシュ用品
ダンロップ (DUNLOP) -ゴルフ・テニス・アウトドア
ティムコ (TIEMCO) -釣り用品
デサント (DESCENTE)
東レ (TORAY) - フィッシング商品
ナイキ (NIKE) -ナイキが作る、自分デザインオリジナルシューズ。NIKEiD
奈良スポーツ (GEN) -スキーブーツメーカー
ノースセール (North Sails) - ヨットのセールメーカー
ノルディカ (Nordica) -スキー用品(英語)
プーマ (PUMA) -シューズ
フィッシャー (Fischer) -スキー
フェニックス (PHENIX)
富士工業 (FUJI) -釣り用品
ブリヂストンサイクル (BRIDGESTONE CYCLE) -自転車メーカー
ブリヂストンスポーツ (BRIDGESTONE) -ゴルフ・テニス・バトミントン用品
ヘリーハンセン (Helly Hansen) - ヨット製品・マウンテンバイク・スキー
本間ゴルフ (HONMA)
マルキュー (marukyu) -釣りエサ。名人の釣り場速報
マーカー (MARKER) -ビンディングメーカー
マミヤ・オーピー (Mamiya-OP) - フィッシング・ゴルフ用品
ミズタニ自転車 (Mizutani) -折り畳み自転車
ミストラル (Mistral) -ウィンドサーフィン用品
宮田工業 (MIYATA) -自転車
ユーエスピー (Generics & BLAX USP) -スノーボード・ビンディング・ブーツ等
ヨネックス (YONEX)
ライケル (RAICHLE・KNEISSL) -スキー・スノーボード用品
リーボック (Reebok) -シューズ
リョービ (RYOBI) -釣具用品
ロックポート (Rockport) -アウトドアシューズ
ロゴス (LOGOS) -アウトドア用品。
ロシニョール (Rossignol) -スキー・スノーボード用品
ローバー (ROVER) - フットボールプロショップ

Burton -スノーボード
Dynastar
GT -スポーツサイクルブランド
FILA
FLAUNT/GUSH -スノーボードウェアブランド
TYR -スウィム･フィットネス･トライアスロンウェア
VARSITY
アシックス (Asics)
アディダスジャパン (adidas)
アリーナ (arena) -スウィムウェア
アンブロ (UMBRO) -サッカーブランド
イオン (EON) -ゴルフクラブメーカー
ウィルソン (Wilson) -スポーツ用品全般
エラン (ELAN) -スキー・スノーボード
オガサカ (OGASAKA) -スキー
小川キャンパル -テントメーカー
オークリー (OAKLEY) -スポーツサングラス
オニール (O'NEILL) -サーフィン・スノーボード
カッパ (KAPPA)
キスマーク (kissmark) -スノーボードブランド
キャノンデイル (Cannondale) -スポーツ自転車・モトクロスバイク
ゲーリー･フィッシャー (Gary Fisher) -自転車
ゴールドウイン (GOLDWIN) -スキー・スノーボード
コールマン (Coleman) -アウトドアブランド
コンバース (Converse) -シューズ
サロモン (SALOMON) -スキー用品
シナノ (sinano) -スキーポール・トレッキングステッキ
シマノ (SHIMANO) -自転車・フィッシング・ゴルフ用品
ジャイアント (GIANT) -スポーツサイクル専門メーカー
ジャパーナ (Japana) -テニス・スキー用品
スピード (Speedo) -競泳用品
スノーピーク (snow peak) -アウトドア、フィッシング用品
世界長 (Secaicho) -シューズ
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スポーツシューズに強みを持ち、とりわけマラソン競技、バレーボールなどでは高いブランド力
を持つ。
アシックスに社名・商標を変更する以前のブランドであるオニツカタイガーは、レトロな雰囲気
からファッションアイテムとしての人気を呼び、現在では再び一般向けシューズのブランドとし
て製造販売されている。
2006年（平成18年）3月期の連結売上構成はスポーツシューズ66%、スポーツウエア24%、スポ
ーツ用品10%となっている。
ナイキの前身であるBRS社は、アメリカにおけるオニツカタイガーの販売代理店となっていた。
スタンフォード大学で経済学を学んだ後、1963年（昭和38年）に卒業旅行で日本に立ち寄った
フィル・ナイトは、オニツカシューズの品質の高さと価格の安さに感銘を受けた。ナイトはすぐさ
まオニツカ社を訪ね、アメリカでのオニツカシューズの販売をやらせてほしいと依頼。オレゴン
大学の陸上コーチだったビル・バウワーマンと共同でブルーリボンスポーツ（BRS）を設立し、
オニツカの輸入販売代理業務を開始した。

社名の由来は、古代ローマの作家ユウェナリスが唱えた「健全なる
精神は健全なる身体にこそ宿るべし (Mens Sana in Corpore Sano)」
という言葉のMens（才知）より動的な意味を持つAnima（生命）に置
き換え、その頭文字、A、S、I、C、Sを並べたものである。
1977年（昭和52年）の合併時に、3社の代表が集まる際に足が6本
ある（人が3人）から「アシックス」（脚 six）になったという説があるが、
全くの都市伝説である（合併前からアシックスというブランド名は存
在していた）。

1920年 - ドイツ・ニュルンベルク近郊のヘルツォーゲンアウラッハで、兄ルドルフ・弟アドルフの
ダスラー兄弟が、靴製造の会社「ダスラー兄弟商会」を設立。
1948年 -兄弟との意見対立により「ダスラー兄弟商会」を解消。アドルフはアディダス社を設立
。「アディダス」とはアドルフの愛称「アディ」と「ダスラー」をつなげたもの。なお兄ルドルフは
RUDA社を設立。これが翌年、プーマ社となる。

【トレフォイルロゴ】 1972年に初登場。月桂樹の冠をモチーフにした三つ葉マーク。現在は復
刻シリーズに対して使われている。
【パフォーマンスロゴ】 1991年に初登場。別名：エキップメント、スリーバー。三本線で三角形
をかたどったマーク。当初は高機能素材の商品のみに使用され、各カテゴリの最高機種「ベス
ト・オブ・アディダス」を意味していた。その後、一般ユーザーからの人気が高まり、1997年より
通常アイテムにも採用されるようになった。
【グローブロゴ】 2002年に初登場。円に斜めの3本線が入ったマーク。スポーツウェアを専門に
採用。
【リニアロゴ】（「adidas」の文字のみのロゴ）
【アディダス・アドベンチャー】 (adidas ADVENTURE) 1990年代初頭にアディダスのアウトドア
ラインとして日本から登場したブランド。後にドイツのアディダスでも製造されるようになった。
ロゴは「adidas ADVENTURE」の文字のみ。
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。

1908年 -アメリカマサチューセッツ州モールデンのデパート経営者のマーキス・M・コンバ
ースが創業。翌年、降雪量の多い湿地帯でも使用できるラバーシューズを製造
開始。

1917年 -バスケットボールシューズのキャンパスオールスターを開発。
1935年 -バドミントンプレイヤーのジャック・パーセルが開発に参加し、ジャックパーセル

を発売。
1945年頃 -キャンパスオールスターにアンクルパッチが付き始める。
2001年1月 -米連邦倒産法第11章の適用を申請し倒産。その後企業再建に伊藤忠商事

が資本参加。
2002年4月 -伊藤忠商事により、コンバースジャパンが設立。
2003年7月 -ナイキに360億円で買収される。
。
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オレゴン州に本社を置く、スニーカーやスポーツウェア等のスポーツ関連商品を
取り扱うスポーツ用品ブランド。
1964年にスタンフォード大学の学生フィリップ・ナイトと、オレゴン大学で陸上コー
チを勤めていたビル・バウワーマンがナイキの前身となるブルーリボンスポーツ（
BRS）社を設立したのがその始まり。
創業当初は、日本からオニツカタイガー（現在のアシックス）のランニングシューズ
を輸入し、アメリカ国内で販売していたが、1972年よりスニーカーを自社生産を開
始。
1979年に発売されたエアマックスがヒット商品となりトップブランドの仲間入りを果
たした。
社名の由来は、社員の一人ジェフ・ジョンソンが夢で見た、ギリシャ神話に登場す
る勝利の女神「ニケ (Nike)」からで、ナイキは、「ニケ」の英語読み。

1971年に商標登録されたロゴマークで名称は、”ビューンと音をさせる”という意
味の「スウッシュ (Swoosh) 」。
ポートランド州立大学でグラフィックデザインを選考していた学生のキャロライン
・デビッドソンが制作したもので、躍動感やスピード感を表現しており、社名の由
来ともなった女神ニケの翼をモチーフにしていると言われている。
ちなみ、キャロラインが請求した制作費は、わずか35ドルだった。
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プーマの創設者ルドルフ・ダスラーは、ヘルツォーゲンアウラハで製職人として働く父クリストフと
、小さな洗濯屋を営む母パウリーナの次男として生まれた。1924年、ルドルフは弟アドルフ（愛称
：アディ）・ダスラーが設立した製靴工場に参加するためヘルツォーゲンアウラハに帰った。彼ら
は新しい事業を行うにあたってダスラー兄弟製靴工場（Gebrüder Dassler Schuhfabrik）という名
前を付けた。兄弟は彼らの母が使っていた洗濯室でこのベンチャーを開始した。当時、町の電力
供給は心もとなかったので、兄弟はしばしば据え付け自転車のペダルを漕いで機材を動かして
いた。
アディはスーツケース一杯のスパイクを携えて1936年夏季オリンピックが開催されるベルリンに
向かい、アメリカ合衆国の短距離走者ジェシー・オーエンスを口説いた。オーエンスはこの大会
で4つの金メダルを獲得した。事業は波に乗り、ダスラー兄弟は第二次世界大戦前に年間20万
足の靴を販売していた。
兄弟は1948年4月に袂を分かった。ダスラー兄弟製靴工場の資産は工場をはじめ、設備、特許
など兄弟間で細かく分割された。販売部門の従業員の多くはルドルフに付いて行き、技術者の
多くはアディのもとに残った。ルドルフはアウラハ川の対岸にルドルフの Ru とダスラーのDa を
合わせたルーダ (Ruda) という会社を作ったが、すぐにより軽快な印象のプーマ・シューファブリッ
ク・ルドルフ・ダスラー (Puma Schuhfabrik Rudolf Dassler) に社名を改めた。アドルフは社名に自
身の愛称（Adi）と苗字の最初の3文字（Das）を合わせてアディダスという名前を付けた。

1948年10月、ブランドネームと最初のロゴ（ダスラーの頭文字「D」の中を、ネコ科の動物がくぐり
抜けているデザイン）が登録された。この最初のロゴは2000年代に「PUMA Black Label」の「
Rudolf Dassler Schuhfabrik」コレクションのロゴとして復活した。
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日本では、
平成18年の余暇市場は78兆9,210億円(前年比▲1.6％)。

そのうち、
スポーツ部門の市場規模は、4兆2,970億円で前年から横ばい。

（財団法人社会経済生産性本部）
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【対前年比プラス】
野球・ソフトボール用品(2.0％増)
登山・キャンプ用品(1.4％増)
スポーツ自転車(4.5増)
トレーニング競技ウェア(6.8％増)
スポーツシューズ(2.6％増)
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・若い女性を中心にランニング人口が増加

・中高年を対象とした健康維持を目的とした
スポーツ用品の売れ行きが好調

・スポーツカジュアルの伸長
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平成16年（平成14年比）

スポーツ用品小売業：17,262カ所（▲3.7％）
事業所数と年間商品販売額：1兆4,334億900万円（▲7.5％）
売場面積：2,844,398ｍ2（1.5％増）

小規模小売店の減少と大規模小売店の増加
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専門・一般スポーツ店の小売金額：▲0.5％

平成17年における対前年比増加
通販・インターネット：16.8％増
カジュアル・セレクションショップ：10.1％増
直営店：8.3％増
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若者のゴルフ人口が男女を問わず増加し、
紳士服・婦人服および雑貨などの企画・販売をしている(株)
ユナイテッドアローズでは、

「ゴルフウェア事業に参入し、スポーツウェアにデザインの良
さを求める20～30代の女性に着目し、自社店舗に加え、ゴル
フ場でも販売する。また、卸売りも手がけ、ゴルフ用品の小売
店を通じゴルフ場の用品売り場でも販売する」という取り組み
を開始した。
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本調査におけるスポーツ用品市場とは、

ゴルフ、スキー・スノーボード、釣り、アスレチックウエア、
アウトドア、スポーツシューズ、テニス、スイム、野球・ソフ
トボール、サイクルスポーツ、バドミントン、武道、卓球、フ
ィットネス、サッカー・フットサル、バスケットボール、バレー
ボール、ラグビーの主要18 分野の関連用品を対象とし、
メーカー出荷金額ベース
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◆2012年のスポーツ用品国内市場は、前年比103.4％とプラス成長の見込み
2012年のスポーツ用品国内市場規模（メーカー出荷金額ベース）は、前年比103.4％の1
兆2,838億円の見込みである。2009年より3年連続でマイナス成長となっていた当該市場
だが、ようやくプラス成長へと転じている。

◆2012年は15分野でプラス成長に転じる
2011年は、東日本大震災の影響もあり、全18分野の中で10分野がマイナス成長となっ
た。しかし、その反動もあって、2012年では15分野がプラス成長を果たし、マイナス成長は
僅かに3分野に激減した。

◆アウトドア、スポーツシューズ、フィットネスは2009年から4年連続プラス成長
アウトドア用品、スポーツシューズ、フィットネス用品の3分野は、堅調な成長を遂げ、

2009年から4年連続の成長を見込む。これは、健康目的をきっかけに参加した人々がスポ
ーツの「楽しさ」「達成感」を味わうことで嵌っていき、シリアス化（かじりかけの趣味という
範疇を超え、生活の一部としての活動が定着）していることが背景にあると考える。

◆2013年のスポーツ用品国内市場は、前年比102.4％と予測
2013年のスポーツ用品国内市場規模（メーカー出荷金額ベース）は、引き続きほとんど
のカテゴリーでプラス成長となり、前年比102.4％の1兆3,143億4,000万円と予測する。
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